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 青森県弘前市を中心とした中・南津軽地域は、農林業が盛んな地域であり、米やリンゴばかりで

なく、青森ヒバやスギの産地でもある。そのため稲わらやリンゴ剪定枝、ヒバの端材、スギの間伐

材など大量のバイオマスが存在する。リンゴ剪定枝は地域特有なものであり、毎年約数万トン以上

発生している。また、ヒバは青森県の県木であり、スギの生産量は全国４位である。一方、弘前市

は、旧津軽藩の中心地であり、日本一の桜を誇る弘前公園や 33 の禅寺が集まっている禅林街など

を有し、歴史と文化に富んだ地域である。 

 このような地域の特性を活かした新産業や地域の活性化として、桜香やリンゴ香、ヒバ香などの

香りとバイオマスをマッチングさせたインセンスアイテムに着目し、開発に取り組み、合成香料を

使用することなく、リンゴファイバーや桜葉、ヒバ油を原料に用いて、それぞれ焚いたときにリン

ゴや桜、ヒバの香りがするインセンスを新規に試作開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 試作開発した各種インセンス 


